
「旧柏倉家住宅」などが日本遺産に認定　　Ｐ2～3
「なかやま健幸くらぶ」事業が始まります　Ｐ4～５
「チャレンジデー２０１８ in なかやま」　　　　Ｐ６～９

今月の主な内容

衣装一新
　　注目のお披露目
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「
旧
柏
倉
家
住
宅
と
そ
の
収
蔵
資
料
」
「
紅
花
畑
の
景
観
」
「
最
上
川
」
「
芋
煮
」
な
ど
を
含
む

「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
日
本
文
化
や
伝
統
を
語
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
お
話
、
物
語
）
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を

語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
や
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
群
を
、
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
も
戦
略
的

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
と
中
山
町
を
含
む
７
市
町
が
連
携
し
、
村
山
地
域
に
息
づ
く
文
化
・
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
申
請
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
５
月
２４
日
に
文
化
庁
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

日本遺産に認定された５月２４
日には、役場庁舎と中央公民
館に、懸垂幕を設置し、お祝
いムードを盛り上げました
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イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
つ
い

て
は
、
そ
の
都
度
、
お
知
ら
せ

版
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
の
歴
史
と
文
化
、
誇
れ
る
魅
力
を
発
信
す
る
好
機

芋煮会発祥の地の象徴「鍋掛松」

　

村
山
地
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
日
本

一
の
紅
花
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
紅

花
交
易
を
通
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
豊

か
な
富
と
華
や
か
な
上
方
文
化
が
今
で

も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
発
展
の
背

景
に
は
当
地
を
代
表
す
る
古こ

刹さ
つ

「
山
寺
」

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
比
叡
山
と
古
く
か
ら
関
係
の

あ
る
山
寺
の
存
在
は
、
比
叡
山
と
縁
の

深
い
「
近
江
商
人
」
た
ち
を
こ
の
地
に

惹
き
つ
け
ま
し
た
。
山
形
の
領
主
最
上

義よ
し

光あ
き

も
、
積
極
的
に
商
売
上
手
な
近
江

商
人
を
誘
致
し
て
上
方
と
の
取
引
を
盛

ん
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
や
が

て
近
江
商
人
は
山
形
市
の
中
心
部
に
店

舗
を
構
え
、
紅
花
交
易
を
通
し
て
莫
大

な
富
を
も
た
ら
し
、
山
寺
へ
の
寄
進
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
山
寺
と
紅
花
に
は
深
い

つ
な
が
り
が
あ
り
、
山
寺
の
存
在
が
紅

花
を
通
し
て
こ
の
地
域
を
経
済
面
で
も

文
化
面
で
も
大
き
く
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

旧
柏
倉
家
住
宅
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

今
回
の
構
成
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紅
花
交
易
は
食
文
化
に
も
影

響
を
も
た
ら
し
、
山
形
の
郷
土
料
理
「
芋

煮
」
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
芋
煮
会

は
、
紅
花
を
上
方
に
運
ん
だ
船
頭
が
、

地
元
の
食
材
の
里
芋
と
、
帰
り
荷
の
棒

た
ら
を
川
原
の
松
に
鍋
を
掛
け
て
、
煮

て
食
べ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、「
芋
煮
会
発
祥
の
地

な
か
や
ま
」
の
由
来
も
紅
花
に
関
連
し

て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
町
の
歴
史

と
文
化
財
が
、
こ
の
た
び
日
本
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
励
み
と
な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
中
山
町

を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
発
生
し
、
地
域
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」と
は

山
寺
が
支
え
た
交
易
文
化
の
発
展

近
江
商
人
と
山
寺

紅
花
交
易
が
も
た
ら
し
た
富
と

　
　
　
今
に
伝
わ
る
文
化

　 
そ
し
て
、
町
と
の
か
か
わ
り

今
後
の
町
の
取
り
組
み
予
定

　

「
山
寺
」
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
平

安
時
代
に
建
立
し
た
と
伝
わ
る
天
台
宗

の
寺
で
す
。
紅
花
は
、
こ
の
慈
覚
大
師

に
よ
っ
て
、
村
山
地
域
に
伝
え
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
上
川
が
も
た
ら
す
肥
沃
な
土
壌
と

朝
霧
の
立
ち
や
す
い
気
候
風
土
が
、
良

質
な
紅
を
多
く
含
む
紅
花
を
育
み
、
や

が
て
流
域
で
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

「
最
上
紅
花
」
と
呼
ば
れ
た
村
山
地

域
の
紅
花
は
、「
米
の
百
倍
・
金
の
十
倍
」

と
言
わ
れ
た
高
級
品
で
し
た
。
そ
の
交

易
は
莫
大
な
富
を
生
み
、
そ
し
て
そ
の

産
地
に
は
蔵
屋
敷
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

・
紅
花
畑
の
景
観
づ
く
り
事
業

・
旧
柏
倉
九
左
衛
門
家
で
の
紅
花
ま
つ

り
の
開
催
（
今
年
は
７
月
７
日
、
８

日
の
予
定
）

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
柏
倉
家
と
紅
花

（
仮
）」
の
作
成

・
芋
煮
会
発
祥
の
地
、
元
祖
芋
煮
会
in

中
山
の
開
催

・
町
内
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・
旧
柏
倉
九
左
衛
門
家
ひ
な
ま
つ
り
の

開
催

・‌‌

旧
柏
倉
家
住
宅
周
辺
の
散
策
ツ
ア
ー

・
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
開
催

・
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

・
周
辺
環
境
の
整
備
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開始前 �ヶ月後

健康群

メタボ予備群

メタボ該当者群

対象者��人

出典�つくばウエルネスリサーチ

メタボ該当群

が��％減少

◦‌‌「歩く」ことを中心とした町民の皆さんの健康づくりをサポートし、町に住む人みんなが健康であ

ることを目指します。

　病気は、歩くことで予防、改

善できると言われており、医学

的に実証されています。

　また、歩くことにより医療費

を抑制できると言われています。

　１日１歩あたりの医療費抑制

効果は、０．０６５～０．０７２円と言わ

れ、皆さんが今より１，５００歩多

く歩くことで、１人あたり、年

間約３５，０００円の医療費抑制に相

当するそうです。

（国土交通省　Ｈ２９．３　まちづ

くりにおける健康増進効果を把

握するための歩行量調査のガイ

ドラインより）

◦２，０００歩　 ‌‌寝たきり

◦４，０００歩　 ‌‌うつ病

◦５，０００歩　 ‌‌認知症、心疾患、脳卒中

◦７，０００歩　 ‌‌がん、動脈硬化、骨折

◦８，０００歩　 ‌‌高血圧症、糖尿病、メタボリックシンドローム

　　　　　　（７５歳以上）

◦１０，０００歩　‌‌メタボリックシンドローム（７５歳未満）

◦１２，０００歩　‌‌肥満

１日の歩数と予防・改善できる可能性のある病気

メタボリックシンドロームの改善効果

歩いて健康のまちづくり

　歩くことは、あらゆる年代の方が比較的簡単に取り組むこ

とができる運動です。町では、この歩くことを中心とした健

康づくりを推進することで、町民の皆さんの健幸（個々の人

が健康で生きがいを持ち、安心・安全で豊かな生活を営むこ

と）を目指す「なかやま健幸くらぶ」事業を新たに始めます。

「なかやま健幸くらぶ」事業が
始まります

この事業の目的は？

歩くことって、どんな効果があるの？

◦‌‌歩くことで生活習慣病や認知症を予防します。その結果、医療費や介護給

付費の増加の抑制を目指します。

◦‌‌歩くことに地域のために役立つことをプラスして、地域コミュニティの活

性化を目指します。
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さあ、あなたも 始めてみよう。いきいき人生を目指して

「なかやま健幸くらぶ」事業は

次のようなことを実施します

1 スポーツウォーキング教室を行います
　今年度は第１期を７月から、第２期を１０月から開始します。

特色１　筑波大学の研究成果に基づいた個別プログラム

　　‌‌　筑波大学の研究データから、一人ひとりの体力に合わせ

た個別運動プログラムを作成し、専門家のもと、有酸素運

動と筋力トレーニングを行い、あなたの健康づくりをサポー

トします。運動に関する知識や効果的な実践方法を持つ専

門家による指導を受けることができます。

特色２　専用歩数計と最先端のプログラム

　　‌‌　高機能歩数計を利用し、個別プログラムを実践していた

だきます。歩数計のデータを専用のパソコンに取り込むこ

とで、目標の達成状況の確認とアドバイスを得られます。

特色３　なりたい身体を選べる４つのコース

　　‌‌　「美ボディコース」「ダンディコース」「寝たきりになら

ないぞコース」「ハードトレーニングコース」の４つから、

自分に合った好きなものを選べます。

参加者の募集については、今号の折込チラシなどでご確認ください。

お問い合わせ　教育課☎６６2－223５　健康福祉課☎６６2－2８3６　政策推進課☎６６2－4271

専用の歩数計。
毎日、歩いた記録
が蓄積されます

保健福祉センターと総合体育館に
設置する専用のパソコンに、専用
歩数計のデータを取り込むと、自
分の記録をグラフで見ることがで
きます。自分のコースに合わせた
目標の達成状況が確認でき、アド
バイスが受けられます

　当町と同様、歩いて健康づくりを行っている「静岡県松崎町」（人口６，８３７人）と、よりよい事

業成果を得るために、連携していきます。

　町相互の定期的な意見交換会はもちろん、住民同士の交流を実施し、２つの町の参加者の目標

達成度の比較や、相互訪問による合同ウォーキングなどを企画し、実施していきます。

3 静岡県松崎町と連携事業を行います

◦  健幸アンバサダーとは…身近な人に健康情報を口コミで伝える「伝道師」のことです。健康に

あまり関心のない方にも必要な健康情報を伝えることを目的としています。スポーツウォーキ

ング教室参加者の中から、講習を受講していただき養成します。今年度は第１期５０名、第２期

５０名の計１００名の養成を目指し、スポーツウォーキング教室の参加者を増やすことにもつなげ

ていきます。

◦  健幸コンシェルジュとは…これまで健康にあまり関心がなかったけれども、健幸アンバサダー

の話を聞いて、興味や関心を持つようになった方に対して、個人の健康状態やニーズに応じた

スポーツプログラムを紹介できる「案内人」のことです。町の保健師や、健康運動指導士など

を対象として１０名程度を養成します。

2 健幸アンバサダーと健幸コンシェルジュを養成します

5 30.6.15



山形県中山町

埼玉県小鹿野町
お が の ま ち

チャレンジデー２０１８

大会前のエール交換で士気を上げる町長

小鹿野町のチャレンジデーイベントで

お話をする森真太郎小鹿野町長

ｉｎなかやま

　毎年５月の最終水曜日に、人口規模がほぼ同じ自治体で、１５分間以上継続して運動やスポー

ツを行った住民の参加率を競い合い、敗れた場合は、対戦相手の自治体の旗を庁舎に１週間掲

揚するというルールによって行われる住民総参加型のスポーツイベントです。

　中山町ではスポーツを通じたまちづくりに取り組んでおり、町民の皆さんの健康増進や交流、

地域の活性化を促進するきっかけづくりとして、昨年に続き今年も参加しました。

　豊かな自然と歴史文化あふれる中山町。

「スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なか

やま」のキャッチフレーズに違わぬ成績

を収められるか!?

11，404人

2回目

53.7％

人　口

チャレンジデーへの参加回数

２０１７年の参加率

（平成３０年２月１日現在）

（広島県北広島町に勝利）

　今年の対戦相手「小鹿野町」は、埼玉県北西部に

位置しています。秩父多摩甲斐国立公園、県立西秩

父自然公園などの自然公園や、日本百名山の「両神山」

をはじめ、日本の滝百選の「丸神の滝」、平成の名水

百選の「毘沙門水」など、豊かな自然環境に恵まれ

11，968人

13回目

57.5％

人　口

チャレンジデーへの参加回数

２０１７年の参加率

（平成３０年２月１日現在）

た町です。

　小鹿野町のチャレンジデーへの参加は、今年で１３回目。昨年は参加率５７.５％を記録した強敵です。

住民総参加型のスポーツイベント！
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中山町の目標参加率は６０％!

１3：００の参加率は８．６％!

　地区で、学校で、企業で、たくさんの方が１５分間以上のスポーツや運動に取り組みました。

その様子を写真でご紹介します。

対戦相手の小鹿野町の参加率は８.１％。

順調な滑り出しでした。

住民総参加型スポーツイベント　チャレンジデー２０１８ ｉｎなかやま
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１７：００の参加率は２６．９％!
　学校や仕事を終えた方々が続々と総合体育館や日新・荘銀スタジアムな

どに集まり、汗を流しました。ここからどのくらい参加率を伸ばせるか…!?
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中山町 小鹿野町

　ルールに従い、気持ちよく戦うことができた感謝の気持ちを

込め、役場メインポールに小鹿野町の町旗を掲揚しました。

　惜しくも負けてしまいましたが、チャレンジデー当日は、多

くの方が一緒に汗をかき、交流を深めた１日でした。

　運動は継続が大切です。この日の体験と感動を忘れず、短時

間でもいいので、毎日続けてみましょう。

　スポーツを通していきいきと、そして、いつまでも健やかに。

来年もまたチャレンジしましょう。

　午後８時から開始したファイナルイベントでは、平成２８年度に

「スポーツ推進・健康づくりに関する協定」を結んでいる日本体

育大学から伊藤由美子先生を迎え、日本体育大学で作成された「日

体体操」を行いました。

　会場の総合体育館には子どもから大人まで多くの方が集まり、

イベント終了時間の午後９時まで、存分に運動を楽しみました。

　果たして結果は…

昨年より
　0.4ポイント
　　　UP!

参加率 参加率

参加者数 6，173人 参加者数 6，849人

％ ％５４．１ ５７．２

住民総参加型スポーツイベント　チャレンジデー２０１８ ｉｎなかやま

そしてファイナルイベントへ…

お が の ま ち
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町
営
バ
ス
や
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー

ン
号
を
利
用
す
る
際
、
役
場
か
ら

乗
車
し
て
い
ま
す
が
、
役
場
の
敷

地
に
バ
イ
ク
や
自
転
車
を
駐
車
す

る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
の
と

き
な
ど
を
考
慮
し
、
屋
根
の
あ
る

駐
輪
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
８０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

役
場
庁
舎
の
耐
震
改
修
を

し
た
際
に
、
庁
舎
西
駐
車
場
に

あ
っ
た
駐
輪
場
を
撤
去
し
、
そ
の

後
、
新
た
な
駐
輪
場
を
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
民
の
方
に
利
用
し
や
す
い
場

所
を
検
討
し
、
設
置
す
る
方
向
で

進
め
て
い
ま
す
。

‌

（
担
当　

総
務
課
）

　

役
場
内
で
、
職
員
の
方
が
、
ス

リ
ッ
パ
を
履
い
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
な

い
職
員
も
い
る
よ
う
で
す
。

 

（
５０
代
女
性
）

バ
イ
ク
・
自
転
車
置
き
場

に
つ
い
て

役
場
内
の
職
員
の
服
装
や

あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

に
わ
か
り
や
す
い
伝
達
方
法
を
考

え
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

北
朝
鮮
か
ら
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
伴
う
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
緊

急
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
場
合
、
緊

急
サ
イ
レ
ン
等
で
住
民
の
方
へ
緊

急
事
態
を
お
知
ら
せ
す
る
手
段
を

と
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
メ
ー
ル

等
の
配
信
が
不
可
能
な
方
へ
の
情

報
伝
達
と
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
何
時
、
緊
急
事
態
に
直
面

す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
の

で
、
町
で
は
現
時
点
で
使
え
る
全

て
の
情
報
伝
達
手
段
を
駆
使
し
住

民
の
方
へ
お
知
ら
せ
す
る
考
え
で

お
り
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
に

向
け
て
も
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

‌

（
担
当　

総
務
課
）

　

高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
場
合
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

平
成
２９
年
度
か
ら
「
運
転

高
齢
者
の
運
転
免
許
の

返
納
に
つ
い
て

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

町
で
は
、
平
成
２８
年
１１
月

に
「
み
ん
な
で
お
・
も
・
て
・
な
・

し　

中
山
町
職
員
接
遇
向
上
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
実
行
し

て
い
ま
す
。
職
員
の
身
だ
し
な
み

や
、
あ
い
さ
つ
、
言
葉
づ
か
い
と

い
っ
た
接
遇
の
基
本
、
窓
口
や
電

話
で
の
対
応
な
ど
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
「
役
場
の
顔
」
と
い
う
こ

と
を
自
覚
し
、
さ
ら
な
る
接
遇
の

向
上
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
役
場

職
員
と
な
る
よ
う
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

‌
（
担
当　

総
務
課
）

　

北
朝
鮮
な
ど
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
サ
イ
レ
ン
で
は
な
く
、
住
民

町
の
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て

貴重なご意見を

ありがとうございます

町民の皆さん

からの声
　町には、町民の皆さんからたくさんのご意見が寄せられます。

その内容は、ご意見やご提案などさまざまです。町では、氏名・

住所および電話番号の記載のあるものには、その方へ回答をお

返ししています。また、その記載がなくても、そのご意見に対

して町での対応をまとめています。今回は、平成２９年度の１０月

から３月までに頂戴したご意見と町の回答を、抜粋・要約して

掲載いたします。

平成２９年度（下半期）のご意見等の件数
　平成２９年度下半期（平成２９年

１０月～平成３０年３月）は、匿名

の方を含めて、全部で２９件のご

意見をいただきました。

ひまわり
直 行 便

ひまわり
ポ ス ト

メール その他

町 政 関 係 １０ ３ ６ １

職 員 関 係 １ １

町関連団体 １ ２

そ の 他 ３ １

30.6.15 10
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特集：町民の皆さんからの声

免
許
自
主
返
納
者
支
援
事
業
」
を

復
活
さ
せ
て
お
り
、
免
許
を
自
主

的
に
返
納
し
た
方
に
は
、
町
営
バ

ス
の
回
数
券
を
２０
冊
（
１
冊
１１
枚

綴
り
）
交
付
し
て
い
ま
す
。
以
前

あ
っ
た
年
齢
要
件
や
有
効
期
間
を

な
く
し
、
よ
り
申
請
し
や
す
い
内

容
に
し
て
い
ま
す
。

‌

（
担
当　

総
務
課
）

　

現
行
の
町
営
バ
ス
を
も
っ
と
便

利
に
す
る
た
め
に
、
長
崎
地
区
と

豊
田
地
区
に
分
け
て
運
行
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
バ
ス

が
遅
れ
た
時
の
対
応
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
マ
イ
ル
グ
リ
ー
ン
号

に
つ
い
て
は
、
豊
田
地
区
か
ら
も

乗
車
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。 

（
５０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

１
台
の
バ
ス
で
豊
田
地
区
か
ら
長

崎
地
区
ま
で
続
け
て
運
行
し
て
い

て
、
目
的
地
に
よ
っ
て
は
時
間
が

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
豊
田

地
区
か
ら
長
崎
地
区
へ
、
ま
た
、

長
崎
地
区
の
周
辺
部
か
ら
中
心
部

へ
と
い
う
系
統
を
分
け
て
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る
方
の
実

態
や
需
要
の
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

利
便
性
の
高
い
バ
ス
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
ス
マ
イ
ル
グ

リ
ー
ン
号
に
つ
い
て
は
、
現
在
長

崎
地
区
に
９
つ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
お
り
ま
す
が
、

運
行
主
体
で
あ
る
「
大
郷
明
治
交

通
サ
ー
ビ
ス
運
営
協
議
会
」
と
町

に
お
い
て
ニ
ー
ズ
、
ダ
イ
ヤ
、
お

よ
び
費
用
な
ど
を
検
討
し
て
決
定

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

「
大
郷
明
治
交
通
サ
ー
ビ
ス
運
営

協
議
会
」
や
山
形
市
と
再
度
協
議

を
す
る
ほ
か
、
町
営
バ
ス
を
利
用

し
て
乗
り
継
ぎ
が
で
き
る
よ
う
、

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
、

天
候
、
道
路
の
状
況
や
車
両
ト
ラ

ブ
ル
等
に
よ
り
大
幅
な
遅
れ
が
生

じ
た
場
合
は
、
運
行
業
者
か
ら
連

絡
を
受
け
、
町
職
員
が
バ
ス
停
留

所
を
巡
回
し
連
絡
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

政
策
推
進
課
）

　

近
所
の
方
々
も
高
齢
化
し
、
隣

組
の
組
長
の
な
り
手
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、

町
の
広
報
誌
の
配
布
も
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
。 

（
８０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
思
い
や
り
が
必
要
で

す
。

　

隣
組
や
隣
組
長
は
、
お
住
ま
い

の
地
区
の
自
治
会
等
で
組
織
運
営

の
ひ
と
つ
と
し
て
決
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　

隣
組
に
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
が

あ
り
、
自
治
会
等
が
集
金
を
行
っ

た
り
連
絡
事
項
を
周
知
し
た
り
す

る
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
万
が
一

の
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
近
所

で
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
助
け

合
っ
た
り
と
い
う
役
割
を
有
し
て

い
る
大
事
な
組
織
で
す
。

　

隣
組
長
の
人
選
に
あ
た
っ
て
は
、

隣
組
の
実
情
に
応
じ
て
、
皆
さ
ん

で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
く
だ

さ
い
。

　

町
民
皆
さ
ん
が
で
き
る
範
囲
で

ま
ち
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
解
決
の
方
法
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
広
報
紙
は
、
町
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
へ
の
大
切
な
お
知
ら

せ
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
月
２
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
町
か
ら
情
報

を
お
伝
え
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
手
元
に
届
く
情
報
源
は
や

は
り
広
報
誌
が
最
も
確
実
だ
と
考

え
ま
す
。
配
布
の
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
で
よ
く
話
し
合
い

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。‌

（
担
当　

政
策
推
進
課
）

　

近
所
の
方
が
野
良
猫
に
エ
サ
を

与
え
た
こ
と
で
野
良
猫
が
増
え
て

い
ま
す
。
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

（
４０
代
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

町
と
し
て
は
、
野
良
猫
に

エ
サ
を
与
え
て
い
る
人
が
わ
か
っ

て
い
る
場
合
は
、
個
別
に
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

　

現
状
を
把
握
し
、
個
別
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
詳
し
い
情
報
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

地
区
の
組
長
の
仕
事
に

つ
い
て

野
良
猫
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は ❶

ひまわりポストをご利用ください。

　役場１階ロビー、中央公民館受付窓口、保健福祉センター

受付窓口に設置してあります。備え付けの用紙に記入し、

ポストに入れてください。
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町が行う高齢者向けの事業の様子

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
な
ど
を
通

じ
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

住
民
税
務
課
）

　

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
中
、
町
民
の
中
に
は
交
流

を
求
め
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
民
の
「
居

場
所
」
の
開
設
を
考
え
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

（
７０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制

づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町

で
は
平
成
２９
年
度
か
ら（
福
）町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地

域
支
え
合
い
推
進
員
）
を
配
置
し

て
、「
助
け
て
」
と
言
え
る
地
域

づ
く
り
の
一
歩
と
し
て
、
地
域
で

の
集
い
や
お
茶
飲
み
会
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
の
考
え
方
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
計
画
の
段
階
で
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・‌‌

地
域
や
各
種
関
係
機
関
が
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
行
政
や
地
域

支
え
合
い
推
進
員
は
、
助
け
合

い
活
動
の
創
出
や
利
用
の
推
進

に
対
し
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

・‌‌

地
区
の
公
民
館
や
空
き
家
を
利

用
す
る
な
ど
、
地
区
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
主
体

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
よ
り
利
用
者
目
線
の
居
場
所

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

・‌‌

地
区
の
取
り
組
み
に
は
、
要
件

に
該
当
す
れ
ば
補
助
や
事
業
に

対
す
る
支
援
も
検
討
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

健
康
福
祉
課
）

　

高
齢
者
向
け
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
知
ら
な

い
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
、
町
内
の
民
間
事
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
覧
表
に
し
て

配
布
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

（
５０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
事
業
ご
と
に
申
請
時
期
を
考

慮
し
て
お
知
ら
せ
版
や
個
人
通
知

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
ほ
か
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、

平
成
２２
年
ま
で
実
施
し
て
お
り
、

配
布
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
公
平
に
情
報
を
把
握

し
て
掲
載
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
た
め
に
、
実
施
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

‌

（
担
当　

健
康
福
祉
課
）

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
総
合

健
診
で
、
朝
、
玄
関
が
開
か
な
い

う
ち
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
問

診
票
を
地
面
に
お
い
て
順
番
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
山
形
県
成
人

病
検
査
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診
時
の

よ
う
に
、
早
め
に
玄
関
を
開
け
る

と
い
う
対
応
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
基
礎
健
診
の
中
に
、
眼

底
検
査
や
心
電
図
検
査
を
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
で
す
。 （
６０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
健
診
で
は
、
セ
ン

タ
ー
内
の
準
備
が
整
い
次
第
、
受

付
時
間
の
概
ね
２０
分
前
に
玄
関
を

開
け
、
職
員
が
番
号
札
を
手
渡
し

て
い
ま
す
。
山
形
県
成
人
病
検
査

セ
ン
タ
ー
は
、
早
朝
健
診
を
実
施

し
て
い
る
施
設
で
、
早
朝
か
ら
の

対
応
も
可
能
で
す
が
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
同
じ
対
応
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

特
定
健
診
の
実
施
項
目
に
つ
い

て
は
、「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
全
員
が
対
象
と
な

る
検
診
項
目
と
、
医
師
が
必
要
と

認
め
る
者
が
対
象
と
な
る
詳
細
項

目
が
あ
り
ま
す
（
心
電
図
・
眼
底

検
査
は
詳
細
な
検
診
項
目
）。

町
民
の
居
場
所
の
開
設
に

つ
い
て

高
齢
者
が
受
け
ら
れ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

健
診
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は ❷

ひまわり直行便のはがきで送ってください。

　ひまわり直行便のはがきで送ってください。料金はかかりま

せん。「広報なかやま６月１５日号」と一緒に配布しています。

　今年度は１２月にも配布を予定しています。
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町の特産品のすもも（秋姫）

特集：町民の皆さんからの声

　

必
須
項
目
以
外
の
健
診
内
容
に

つ
い
て
は
、
医
療
保
険
者
に
任
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
詳
細

な
項
目
に
つ
い
て
も
全
員
が
実
施

で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
医
療
保
険
者
の
場
合
は
、
対
象

と
な
っ
た
場
合
の
み
実
施
と
な
り

ま
す
。‌

（
担
当　

健
康
福
祉
課
）

　

町
の
特
産
品
の
す
も
も
を
使
用

し
て
、
ス
イ
ー
ツ
や
ジ
ュ
ー
ス
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
開
発
し

て
、

な
ど
で
販
売
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
地
元
の
野
菜
や
食
材
を

使
用
し
て
手
作
り
感
の
あ
る
お
弁

当
を
販
売
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

で
の
開
発
や
販

売
な
ど
に
つ
い
て
は
、

の
指
定
管
理
者
に
ご
意
見
の
情
報

提
供
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
は
、
生
産
者

と
食
品
製
造
会
社
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
、
生
産
者
に
対
す
る
支
援
制
度

等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
町
内
産

農
産
物
を
利
用
し
た
６
次
産
業
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

‌

（
担
当　

産
業
振
興
課
）

　

河
川
敷
の
公
園
お
よ
び
ひ
ま
わ

り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
を
結

ぶ
通
路
、
土
手
は
散
歩
な
ど
で
利

用
す
る
町
民
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
草
が
繁
茂
し
、
通
路
を
狭
く

す
る
時
期
が
あ
り
ま
す
の
で
、
草

刈
り
や
ご
み
拾
い
、
堤
防
の
除
草

回
数
を
増
や
し
、
ま
た
、
犬
の
フ

ン
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

河
川
敷
周
辺
の
ご
み
に
関

し
て
は
、
４
月
～
１１
月
ま
で
の
期

間
、
週
１
回
程
度
、
町
環
境
保
全

監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ

び
ご
み
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
国
土
交
通
省

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、

周
辺
地
区
衛
生
組
合
長
と
協
力
し
、

不
法
投
棄
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
不
法
投
棄
防
止
活
動

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

堤
防
除
草
の
実
施
回
数
は
年
２

回
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
通
路
の

除
草
に
つ
い
て
は
、
草
の
繁
茂
状

況
と
通
路
状
況
か
ら
判
断
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
委
託

業
務
で
あ
る
こ
と
と
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
回
数
を
増
や
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状

の
ま
ま
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

‌（
担
当　

住
民
税
務
課
、
建
設
課
）

　

梅
雨
の
時
期
の
前
に
石
子
沢
川

の
草
刈
り
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

（
５０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

石
子
沢
川
は
国
土
交
通
省

が
管
理
す
る
河
川
で
あ
る
た
め
、

国
土
交
通
省
山
形
国
道
事
務
所
へ

石
子
沢
川
河
川
内
の
草
刈
り
に
対

す
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を

連
絡
い
た
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

建
設
課
）

　

道
路
の
除
雪
の
際
、
自
分
の
家

の
入
り
口
に
置
い
て
い
か
れ
る
雪

に
困
っ
て
い
ま
す
。
重
く
て
、
片

付
け
る
の
も
大
変
で
す
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

除
雪
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
交
通
に
支
障
が
で
な

い
よ
う
、
通
勤
や
通
学
時
間
に
間

に
合
う
よ
う
に
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
日
中
に
解
け
出
し
、
わ

だ
ち
と
な
っ
た
路
面
を
補
正
す
る

た
め
の
除
雪
作
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

除
雪
作
業
は
道
路
上
の
雪
を
路

肩
に
押
し
出
し
て
通
行
帯
を
確
保

す
る
作
業
で
あ
り
、
雪
を
運
び
出

す
作
業
で
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
う

し
て
も
宅
地
の
間
口
に
押
し
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

家
屋
連
担
区
域
で
は
、
で
き
る

だ
け
雪
を
残
さ
な
い
よ
う
に
と
業

者
へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

雪
を
押
せ
る
場
所
を
確
保
で
き
な

い
区
間
や
、
押
せ
る
場
所
が
あ
っ

た
と
し
て
も
限
り
が
あ
る
た
め
、

雪
を
残
さ
ず
除
雪
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
速
や
か

に
通
行
を
確
保
す
る
た
め
に
は
１

軒
ご
と
の
間
口
処
理
は
で
き
な
い

状
況
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

建
設
課
）

　

町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
の
開
館

時
間
を
早
め
て
ほ
し
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

現
在
、
ほ
ん
わ
館
は
１０
時

開
館
で
す
。
近
隣
の
市
町
の
図
書

館
の
開
館
状
況
を
見
る
と
、
午
前

９
時
か
ら
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
多
く
の
方
か
ら
要
望
を

伺
い
、
利
用
者
か
ら
親
し
ま
れ
る

図
書
館
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

‌

（
担
当　

教
育
課
）

特
産
品
で
の
新
た
な
商
品

開
発
に
つ
い
て

河
川
敷
の
公
園
に
つ
い
て

石
子
沢
川
の

草
刈
り
に
つ
い
て

家
の
前
に
置
か
れ
る

除
雪
の
雪
に
つ
い
て

ほ
ん
わ
館
の
開
館
時
間
に

つ
い
て
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人気のあるひまわりグラウンド・ゴルフ場でのプレーの様子（チャレンジデー）

　

中
央
公
民
館
の
調
理
室
の
備
品

や
器
具
類
が
、
使
用
し
た
団
体
に

も
よ
り
ま
す
が
、
も
と
の
場
所
に

戻
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

乱
雑
で
、
不
衛
生
な
も
の
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
公
民
館
の
調
理

室
を
使
用
す
る
頻
度
の
高
い
団
体

で
、
年
に
１
～
２
回
、
整
理
整
頓

す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。 

（
７０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

利
用
頻
度
の
高
い
団
体
に

声
掛
け
を
し
、
協
力
を
得
な
が
ら

整
理
整
頓
を
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

「
利
用
後
の
点
検
票
」
を
準
備

し
、
利
用
者
自
ら
整
理
整
頓
を
心

が
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公

民
館
職
員
も
定
期
的
に
点
検
し
て

い
き
ま
す
。‌

（
担
当　

教
育
課
）

　

中
央
公
民
館
の
和
室
の
畳
の
傷

み
が
ひ
ど
い
の
で
、
修
繕
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

 

（
７０
代
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

現
在
の
中
央
公
民
館
の
和

室
の
畳
は
、
平
成
２５
年
１
月
に
更

新
し
た
も
の
で
す
が
、
机
を
運
ぶ

際
な
ど
に
ひ
っ
か
け
た
と
思
わ
れ

る
傷
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
畳
替
え
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
利
用
者
か
ら
気
持
ち

よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

‌
（
担
当　

教
育
課
）

　

ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
に
つ
い
て
、
出
勤
前
に
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
、
早
朝
に
カ

ギ
を
あ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
お
昼
時
に
は
、
簡
単
な

お
に
ぎ
り
や
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
販
売
が
あ
る
と

便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

現
在
開
錠
時
間
は
、
年
間

を
通
し
て
原
則
８
時
３０
分
、
６
月

か
ら
８
月
ま
で
の
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
に
関
し
て
は
朝
６
時
か

ら
開
錠
し
て
い
ま
す
。

　

開
錠
後
は
、
無
制
限
に
開
放
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
管
理
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
平
日
の
早

朝
開
錠
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

お
に
ぎ
り
な
ど
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
商
品
管
理
や
衛
生
管
理
の

面
か
ら
、
実
施
の
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
へ

の
お
湯
の
提
供
は
可
能
で
す
の
で
、

昼
食
は
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

‌

（
担
当　

教
育
課
）

　

小
学
校
へ
通
学
す
る
距
離
が
長

い
子
ど
も
の
通
学
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
熱
中
症

や
、
急
な
天
候
の
悪
化
、
ク
マ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
出

現
な
ど
、
不
安
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
バ
ス
で
の
通
学
な

ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

回
答　

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
よ
る
通
学
方
法
を
採
用
す
る

こ
と
は
ひ
と
つ
の
有
効
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
長
崎
小
学
校
に
通
う
落

合
・
三
軒
屋
地
区
の
児
童
は
、
冬

期
間
の
下
校
が
大
変
な
こ
と
か
ら
、

町
営
バ
ス
を
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
保
護
者
の
要
望
を
受
け
て
、

バ
ス
で
下
校
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
な
が
ら
、
適
切
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。‌

（
担
当　

教
育
課
）

中
央
公
民
館
調
理
室
に

つ
い
て

公
民
館
の
和
室
の
畳
に

つ
い
て

ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

小
学
校
の
通
学
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は ❸

町公式ホームページから…
トップページ下の「ひまわり直行便」の
バナーをクリックしてください。

お問い合わせ　政策推進課地域情報Ｇ　電話６６２–２２２３

手 紙 で …
〒９９０–０４９２　中山町大字長崎１２０
中山町役場政策推進課地域情報グループ

●  お寄せいただいたご意見は、個人情報を除いて、町の考え方ととも

に広報紙などに掲載させていただく場合があります。あらかじめご

了承ください。

●  皆さんの個人情報は適切に管理し、寄せられた内容に関してお問い

合わせ等させていただく以外の目的に利用することはありません。

●  氏名・住所・電話番号が明記されているものには、町からの回答を

送付させていただきます。記載のないものには送付できませんので、

送付希望の場合は記入をお願いします。

30.6.15 14

広報なかやま



　５月１１日、町内の最上川・須川の河川敷等

と高速道路の側道で、町衛生組合連合会と環

境保全監視員が合同で、不法投棄パトロール

とごみの回収作業を行いました。

　町では、環境保全監視員にパトロールを依

頼して、常に不法投棄監視活動を実施してい

ますが、なかなかなくならないのが現状で

す。

　この活動は、毎年実施されていますが、今

年もたくさんの不法投棄された家電製品や古

タイヤなどが回収されました。

　「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはなら

ない」と法律で定められており、不法投棄は

犯罪行為です。

　町民の皆さんの心がけで、町から不法投棄

をなくしていきたいですね。

　中山町芸術文化協会（秋葉芳樹会長）では、

昭和４３年に設立された同協会が平成２９年に創立

５０周年を迎えたことを記念して、このほど記念

誌「芸文なかやま」を発刊しました。

　現在の会員はもちろん、以前会員だった方か

らも広く寄稿してもらい、これまでの活動の思

い出や、芸文協へ寄せる思いなどがまとめられ

ています。発刊にあたり、秋葉会長は「寄稿し

てくださった方に感謝し、これからも未来に向

かって、町民に根ざした芸術文化の振興を目指

していきたい」と話していました。

　記念誌に余分がありますので、ご希望の方は

☎０８０−５５６８−９６２０（秋葉）まで連絡してく

ださい。

広い範囲を手分けして回収作業にあたった

古い家電などが集められ、その量の多さに驚かされた

多くの方が寄稿し、芸文協の５０年の歴史を振り返った記念誌

不法投棄は

　　　許しません

河川敷等の清掃作業を実施　町衛生組合連合会

創立５０周年記念誌を発刊　中山町芸術文化協会
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　皆さんこんにちは。

　最近は田んぼに水が入って、カエルの声がたくさ

ん聞こえるようになりましたね。鳥の声なんかも１ヶ

月前とは随分変わって、耳からも季節を感じます。

　協力隊は、前回に引き続き柏倉家のお掃除をしつ

つ、紅花保存会の活動にも参加させてもらいました。

　第１回目では紅花の種まきを中心に行い、今月の

第２回目では雑草取り、間引き、輪作用の種まきな

どを行いました。

　鍬を使う機会があまりなかったため、へっぴり腰

になったり、植物や畑についての知識を皆さんに教

えていただきながら作業に参加させていただきました。

　この紅花は７月の紅花まつりの頃に開花予定です。

昨年の写真などを見せていただいたところ、紅花と

黒塀のコントラストがとても綺麗でしたので、今か

ら開花が楽しみです。

　紅花摘みのお手伝いをしてくださる方も募集中と

のことでしたので、ご興味のある方はぜひご参加く

ださい。

私たち地域おこし協力隊です！ No.3

少しずつ成長していく紅花を眺めるのも、

また楽しみのひとつです

保存会の皆さんと一緒に、

間引き作業を行いました

作業に向かう紅花保存

会の方々の後ろ姿の

ショットです。なかな

か、味わいがあります

鍬を使うのは

なかなか難しい

です・・・

30.6.15 16
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T o p i c s ひまわり広場

　５月１９日、町立図書館ほんわ館で「春の本フェス」が開催さ

れ、本に関連したさまざまなイベントに親子連れなどが参加

し、楽しいひと時を過ごしました。

　「スペシャルおはなし会」では、「カエルさん特集」として、

カエルやおたまじゃくしが登場する絵本の読み聞かせのほか、

折り紙で作ったカエルのジャンプ競争が行われ、上位入賞者に

メダルが贈呈されました。

　５月２６日、汗ばむような陽気のもと、長崎・豊田両小学校の運動会がそれぞれのグラウンドで開催さ

れました。保護者や地域の方々の熱い声援を受けながら、徒競走や綱引き、まり入れなどのさまざまな

競技が行われ、グラウンドには児童の元気な声が響いていました。

スペシャルおはなし会では、カエルが登場
する絵本の読み聞かせが行われました

さまざまな形のドーナ
ツができました

絵本の世界の料理教室。ドーナ
ツの生地はこねすぎないのがコ
ツだそうです

1 １年生による「まり入れ」。小さな体で頑張りました
2 息を合わせて障害物を乗り越える「デカパンリレー」

1

1

2

2

1「徒競走」。それぞれ自己ベストを目指し頑張りました
2「綱引き」。全員で力を合わせて引っ張りました

長崎小学校

豊田小学校

カエルのジャンプ競争。ほんわ
館ファンの方が遠くへ跳ばすコ
ツを教えてくれました

　絵本に出てくる料理に挑戦する「絵本の世界の料理教室」には、５組の親子が参加。町内で菓子販売

店を営む今野聡子さん（新田町）を講師に迎え、絵本「バムとケロ」シリーズに登場する「ドーナツ」

や「ホットココア」作りに挑戦しました。日ごろからお菓子作りを楽しんでいるという元木珠
しゅ

鈴
りん

さん

（長崎小・６年）は、「ドーナツ作りは初めてなので、楽しみにしていました。ドーナツの型を作るのが

難しかったけれど、

プロの先生に教えて

いただき、とても良

い経験になりまし

た」と話し、お菓子

作りを楽しんでいま

した。

ほんわ館「春の本フェス」を開催

長崎小・豊田小で運動会

17 30.6.15



ひまわり広場

健康によい運動とは？【運動時間編】

▪全身持久力の運動では
　‌‌　運動を始めてから１５分間経過すると運動のエネルギー源として

脂肪が燃焼され始めます。１回に２０分は継続しましょう。

▪筋力運動では
　‌‌　グーッと力を入れる筋力運動では、力まず、ゆっくり息を吐き

ながら行いましょう。

▪柔軟運動では

　昨年から町で取り組んでいる「チャレンジデー」。今年は、
５月３０日（水）に実施しました。これをきっかけとして、スポー
ツを通した健康づくりに通年で取り組むため、運動と健康のあ
れこれをご紹介していきます。

この記事は、町民の方からの情報提供をもとに作成しました。

皆さんも、町の話題について情報をお寄せください。

 担当：政策推進課地域情報グループ☎６６2－2223

コラム：GO!GO! challenge Sports：Vol.3

GO! GO! チャレンジ スポーツ

懐かしい昭和の雰囲気を再現
　柳沢地区にお住まいの川井浩雄さんのご自宅には、主に昭和の生活用品

などを中心に、映画の登場キャラクターの衣装やジオラマ模型、各国の自

転車など、ジャンルを問わずさまざまなものが所狭しと並んでいます。

　「これらのものは集めたのではなく、元の持ち主の方から『大事に保管

してほしい』と寄せられたものです。たまたま年代を感じる物が多く、気

付いたら家の中が懐かしい空間になっていました」と川井さんは話します。 川井浩雄さん（柳沢）

　元々は町外に住んでいましたが、長く劇団を主宰していた縁で、関係者から舞台で使用した小道具や、

大正・昭和の生活用品が川井さんのもとに集まるようになりました。これらを保管するにあたり、以前

住んでいた家では手狭になり、住居兼ガレージを求め３年前に柳沢地区の空き家を購入しました。

　川井さんは、「どんなに歴史的に貴重なものも、文化財として生まれたわけではありません。生活の

中の実用品が長い時間を経て、また、持ち主に大事に使われることで価値あるものになっていくと考え

ています。中山町にはこういった珍しいものがあるということを広く知ってもらい、いずれは町の活性

化に役立てられたらと思っています」と話していました。

　大正時代、今でいう救急車として使用されていた人力

車（写真左上）をはじめ、紙芝居枠や看板など、今では

貴重で珍しいものが家中に並んでいます。

　日本をよく知りたいという海外からのお客様が多く訪

れ、国際交流や文化交流の場として活かされています。

　‌‌　ストレッチングは、息を吐きながら、１０～３０秒間くらい伸ばしましょう。
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T o p i c s

第１３５話 お伊勢参り　その１

　

寛
文
１２
年
（
１
６
７
２
年
）、

土
橋
村
の
佐
藤
藤
作
が
伊
勢
参
り

の
帰
路
、
越
前
の
永
平
寺
に
立
ち

寄
り
、
波
多
野
氏
よ
り
獅
子
踊
り

を
習
い
、
相
伝
巻
物
（
免
許
皆
伝

書
。
土
橋
佐
藤
幸
一
家
蔵
）
を
許

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
獅
子
踊
り
は
、
後
に
土
橋

の
み
な
ら
ず
、
各
地
に
伝
授
さ

れ
、
村
山
郡
下
の
獅
子
踊
り
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

佐
藤
藤
作
の
伊
勢
参
り
の
出

発
、
行
程
、
見
物
な
ど
の
記
録
が

乏
し
い
の
で
、
詳
細
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
皇
大
神
宮
参
拝
の
後
、

琵
琶
湖
を
北
上
し
、
日
本
海
沿
い

に
新
潟
ま
で
出
た
こ
と
は
、
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。

　

伊
勢
参
り
は
、
日
本
の
神
々
の

主
祖
と
な
る
天
照
皇
太
神
を
祀

る
、
伊
勢
国
山
田
の
御
社
に
詣
で

る
こ
と
で
す
。
五
穀
豊
穣
、
家
運

隆
盛
、
病
魔
退
散
、
商
売
繁
盛
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
願
い
事
が
か
な
え

ら
れ
る
と
す
る
信
仰
に
裏
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
方

は
、「
伊
勢
国
山
田
の
御
社
は
一

生
に
一
度
は
参
詣
す
る
も
の
」
と

の
意
識
を
広
く
普
及
さ
せ
、
特
に

家
督
を
受
け
継
い
だ
と
き
や
仕
事

が
成
就
し
た
折
に
、
近
隣
の
同

輩
、
同
業
者
と
共
に
参
詣
に
出
か

け
た
例
が
多
い
よ
う
に
み
え
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

皇
大
神
宮
：
伊
勢
信
仰
の
中
心
と

な
る
神
社
。
天
照
皇
太
神
を
お
祀

り
し
て
い
る
。

※
参
考　

中
山
町
史　

中
巻

　

第
１０
章
第
１
節　

庶
民
と
信
仰

手をあげて渡ろうね 野球場を花で飾ったよ
　５月１４日、学校法人長崎児玉学園ながさき

幼稚園・ぴーすこども園（小林聡子園長）で

佐川急便株式会社の協力を得て、交通安全教

室が開催されました。

　町の交通安全専門指導員と横断歩道を渡る

ときの約束をおさらいした後、佐川急便の社

員の方が赤・青・黄色の衣装に身を包んで交

通安全信号レンジャーに扮して登場すると、

園児たちは大興奮。いつにも増して元気よく

手をあげて、横断歩道を渡る練習を行いました。

　５月１９日、なかやま保育園の年長児が遠足で

荘内銀行・日新製薬スタジアム（県野球場）を

訪れ、プランターにサルビア、マリーゴールド、

日々草の３種の花苗を植えました。

　園児たちは、プランターに苗を入れ、花や葉

を避けて慎重に土をかぶせたあと、仕上げに水

をかけました。

　園児たちが植栽したプランターは、スタジア

ム入口付近のロータリーに飾られていますので、

ぜひご覧ください。

かっこいい信号レンジャーと、交通安全を学びました 私たちが植えた花をスタジアムに見にきてね

今も受け継がれる土橋地区の獅子踊り。
奉納の前に、祈りを捧げます

19 30.6.15



ひまわり広場

　５月１９日、町民グラウンドを会場に「第４４回町

民ソフトボール大会」が開催されました。今年の

参加チームは３チームとなりました。

　この大会は町内の職場や地域などのチームであ

れば参加可能です。さわやかな汗を流す絶好のチャ

ンス！来年はぜひ参加してみませんか。

【大会結果】

　優　勝　　企業団ホークス

　準優勝　　いずみソフトボールクラブ

　第３位　　ゆかいな仲間たちとＪＡやまがた

町民ソフトボール大会

日頃の運動不足を解消する、はつらつとした
プレーがみられました

１８６台もの懐かしい自動
車が集合した「オールド
カーフェスティバル in
ゆ・ら・ら」には、多くの
参加者が訪れていました

（写真下）

寄附ありがとうございます

　小松建設株式会社（山形市　小松幸

弘代表取締役）様より、このほど町に

対して現金１００万円が寄附されました。

　５月２４日に、小松代表取締役が役場

を訪れ、「柏倉家住宅の利用と活用の

ためにお使いください」と、町長に直

接手渡しました。

　４月２９日に、最上川河川敷の

イベント広場で開催された「第

１１回オールドカーフェスティバ

ルinゆ・ら・ら」を主催した「み

ちのく旧
きゅうしゃかい

車會山形」（齋藤浩二

会長）様から、このほど町に対

して現金２万円が寄附されまし

た。

　５月２９日に、齋藤会長が役場

を訪れ、「交通安全の運動資金

としてお使いください」と、町

長に直接手渡しました。

30.6.15 20
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夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち

まちの人口
（５月末現在）

人　口 人11,336 （前月比−1５人）

（男５,５62人、女５,774人）

世帯数 世帯3,6５9 （前月比＋２世帯）

人の動き
（５月届出分）

出生7人　転入10人

死亡9人　転出24人

早朝からの作業を行う参加者の皆さん

道路からごみをなくそう
社会福祉協議会で奉仕活動

　４月２１日、（福）町社会福祉協議会が主催して「春

季国道１１２号クリーン作戦奉仕活動」が行われま

した。

　民生委員児童委員協議会、町きららクラブ、更

生保護女性会、およびシルバー人材センターから

３１名の方が参加して、国道１１２号や新町通りなど

の道路沿いの空き缶やペットボトルなどを拾い集

めました。

　集めたごみの量は軽トラック１台分くらいにな

り、参加者たちは「道路にごみを捨てないという

意識を徹底してもらいたい」と話していました。

中
山
町
長

佐
藤
　
俊
晴

　

今
年
の
１
月
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
「
西
郷

ど
ん
」
。

　

昨
年
、
鹿
児
島
か
ら
当
町
に
来
て
い
た
だ
い

た
西
郷
隆
盛
さ
ん
の
曾
孫
で
あ
る
西
郷
隆
文
さ
ん
が
私
に
話

し
て
く
れ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
隆
文
さ
ん
が
お

父
さ
ん
か
ら
聞
か
さ
れ
続
け
た
「
西
郷
隆
盛
さ
ん
の
言
葉
」

で
、
実
際
に
家
訓
の
よ
う
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
ゆ

え
に
、
と
て
も
重
み
の
あ
る
響
き
が
感
じ
と
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
西
郷
家
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
「
激
動
の
時
代
の
生
き

方
」
を
記
し
た
１０

の
「
訓お
し

え
」
と
い
う
本
を
知
っ
た
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
よ

り
半
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
見
な
が
ら
中
山
町
と
縁
の

あ
る
西
郷
家
の
訓
え
を
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、
迷
っ
た
と
き
は
「
損
得
」
で
な
く
「
善
悪
」
で
判
断
せ
よ

　

「
地
方
創
生
」
が
叫
ば
れ
て
５
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
問
題
、
少
子
高
齢
化
、
人
手
不
足
へ
の
課
題

等
々
、
地
方
は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
都
心
へ

の
一
極
集
中
は
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
地
方
が
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
し

た
と
き
、
「
町
に
と
っ
て
何
が
得
策
な
の
か
」
は
、
当
然
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
終
判
断

を
す
る
と
き
に
「
善
い
か
悪
い
か
」
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

り
、
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
り
し
た
時

に
は
、
安
易
な
道
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
一
息
！

　

西
郷
さ
ん
は
常
に
本
質
を
考
え
て
行
動
し
て
い
た
人
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
決
し
て
安
易
な
道
に
は
進
ま
ず
「
正
し
い
」

と
思
っ
た
道
を
選
択
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

迷
っ
た
と
き
は

　
　
「
損
得
」
で
な
く

　
　
　
「
善
悪
」
で
判
断
せ
よ
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お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

№1307

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

今 月 の 納 税 等

●町県民税（普通徴収） １期

納期限 ７月２日（月）

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ

　☎６６２ - ２１１２（直通）

農
業
者
年
金
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
６
６
２
‐
４
３
６
９

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
緑
の
封
筒
が

届
い
た
方
は
、
期
間
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
役
場
２

階
事
務
室
）
ま
た
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間　

６
月
29
日
（
金
）
ま
で

※
現
況
届
を
汚
し
た
り
な
く
し
た
り
し
た
場

合
は
予
備
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
等
取
得
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て

　

新
た
に
狩
猟
免
許
等
を
取
得
す
る
方
に
、

免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

▼
補
助
金
交
付
申
請
時
に
お
い
て
、
町
内
に

住
所
が
あ
る
方
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す

る
65
歳
以
下
の
方
（
た
だ
し
、
わ
な
猟
免

許
に
つ
い
て
は
70
歳
以
下
の
方
）　

▼
新

規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方

（
更
新
は
除
く
）　

▼
取
得
後
は
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
に
入
隊
し
、
か
つ
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
活
動
に
積
極
的
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
方

●
対
象
免
許　

第
１
種
銃
猟
免
許
、
わ
な
猟

免
許

●
対
象
経
費　

①
狩
猟
免
許
取
得
に
か
か
る

経
費　

②
鉄
砲
所
持
許
可
に
か
か
る
経
費

　

③
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に
必
要
な
物
品
の

購
入
に
要
し
た
経
費

●
補
助
金
額　

▼
①
・
②
…
総
額
の
２
分
の

１
以
内　

▼
③
…
総
額
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
15
万
円

※ 

申
請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
設
置
の
安
全
講
習
会
に
つ
い
て

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
辺
町
と
合
同
で

電
気
柵
設
置
の
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
農
業
者
の
電
気
柵
設
置

に
対
す
る
補
助
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の
講

習
会
の
な
か
で
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、
補

助
を
希
望
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
２
日
（
月
）
午
後
３
時
～

●
場
所　

山
辺
町
中
央
公
民
館
１
階
研
修
室

●
内
容　

電
気
柵
の
設
置
・
管
理
方
法
、
補

助
金
の
概
要
説
明
な
ど

●
講
師　

株
式
会
社
ヒ
メ
研

※ 

受
講
料
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
　

町
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
危
機
管
理
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

有
害
鳥
獣
対
策
に　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

●
日
時　

６
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
開
会

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
大
会
で
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、
思
い
や
り
の

心
で
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対
し
て
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
い
く
よ
う
、
広
く
働
き
か
け
ま

す
。

　

警
察
官
に
よ
る
交
通

安
全
に
つ
い
て
の
講
話

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

し
く
だ
さ
い
。
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▪ 木造住宅耐震診断士を派遣します

　地震に対する木造住宅等の安全性の確保と向上を図るため、木造住宅耐震診断士の派遣支援事業を行って
います。
　受付は７月２日（月）から開始します。先着順とし、予定件数は概ね５件で、予算に達し次第終了します。

【中山町木造住宅耐震診断士派遣事業の概要】
１．派遣の対象となる住宅等は中山町内に所在し、次に掲げる要件の全てに該当する方となります。
　①申請者は住宅所有者の方（住宅が共有にかかるものである場合は代表者１名）
　②平成1２年５月３1日以前に着工された一戸建ての木造住宅または木造併用住宅
　③在来軸組み工法で、階数が２以下であること
２．耐震診断に要する本人負担額（消費税込み）
　①１棟床面積100㎡未満　　床面積㎡に1，２９6円を乗じた額の10分の１
　②１棟床面積100㎡以上　　1３，000円（上限）
　※ 診断に要する本人負担額は、山形県建築士会山形支部の指定口座へ振り込んでいただきます（振込手数

料は申込者の負担となります）。なお、１棟あたり1２９，600円のうち、本人負担額は1３，000円で、残りの
116，600円を町と国が負担します。

３ ．診断士は、山形県建築士会山形支部に登録された木造住宅耐震診断調査の資格を有する者で、中山町木
造住宅耐震診断士名簿に登録されている診断士です。

４ ．診断士派遣が決定されれば所有者の方に立ち会っていただき、耐震診断士が現地調査および図面により
木造住宅の地震に対する安全性を評価します。基準強度にするための耐震補強計画や補強工事費の概算額
もお知らせします。

▪ 木造住宅耐震改修事業補助金の申請を受け付けます

　木造住宅耐震改修工事にかかる費用について、補助金の申請を受け付けます。
●受付期間　６月2５日（月）～７月20日（金）
●受付件数　概ね３件
　※ 受付期間中に予算を上回る申請があった場合は、抽選となる場合があります。また、受付期間中に予定

件数に達しなかった場合は受付期間を延長し、先着順とさせていただきます。
●補 助 額　耐震改修に要する費用の２分の１または100万円のいずれか低い額（上限100万円）
●その他条件
　・町税の滞納がないこと
　・工事施工者が県内業者であること
　・申請は住宅１軒につき１回限りであること
　・耐震診断を実施し、評点が0．7未満であること
　・耐震診断士が耐震改修計画を作成しており、評点が0．7以上であること
　・ 平成３1年３月８日までに実績報告書を提出すること
◆詳細は町公式ホームページをご覧ください。

▪ 住宅リフォーム総合支援補助金申請の追加募集について

　住宅リフォーム総合支援補助金の申請について、追加で受け付けします。
●受付開始　６月2５日（月）
●受付件数　概ね1３件を予定（先着順とし、予算に達し次第終了となります）
●補助対象　 減災・部分補強、寒さ対策・断熱化、バリアフリー化、克雪化、県産木材使用のいずれかを含

む工事
●補助内容　 ①一般リフォームは工事費の15％補助。上限３0万円（県産木材３㎥以上使用または空き家活用

タイプは上限４5万円）　②三世代世帯、移住世帯、新婚世帯、子育て世帯の要件を満たす場合は
工事費の３0％補助。上限４5万円（県産木材３㎥以上使用または空き家活用タイプは上限60万円）

●その他条件
　・町税の滞納がないこと
　・工事施工者が県内業者であること
　・ 申請は同一年度内につき１回限りであること（過去にこの補助金交付を受けた方でも年度が替われば再

度交付を受けられます）
　・平成３1年３月８日までに工事が完了すること
◆詳細は町公式ホームページをご覧ください。

※お申し込み・お問い合わせ先　建設課建設整備Ｇ　☎６６２ - ２１１６
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　平成３１年４月１日から行政事務等に従事する職員を募集します。
　中山町の将来像『ふれあいと絆　緑豊かな　輝くふるさと　なかやま』の実現を
共に目指していく、チャレンジ精神旺盛な方のご応募をお待ちしています。

１　試験区分・採用予定人数、受験資格

　①年齢・資格要件等

***中山町職員を

 募集します***

試験区分
採　　用
予定人員

年　齢　要　件　等

上級行政 若干名 昭和５７年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

上級土木 若干名 昭和５７年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方

初級行政 若干名

平成元年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた方

⇒ ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業し

た方または平成３１年３月末日までに卒業する見込みの方は、

受験できません。

保 健 師 若干名
平成元年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する

方または平成３１年３月末日までに保健師資格を取得見込みの方

保 育 士

（初　級）
若干名

平成元年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を有する

方または平成３１年３月末日までに保育士資格を取得見込みの方

試　験 試　験　日 試　験　種　目 試験会場

第１次 平成３0年９月1６日（日） 教養試験および専門試験、職場適応性検査 中山町役場

第２次 平成３0年10月21日（日）
作文試験および面接試験等

実技試験（保育士のみ）
中山町役場

　②住所要件　

　採用後において、特別な理由がある場合を除き中山町内に居住できる方とします。

　（注）次のいずれかに該当する方は受験できません。

　　　①日本国籍を有しない方

　　　②地方公務員法第1６条に定める欠格条項に該当する方

　　　③以前、中山町職員採用試験を受験し、内定等を辞退した方

２　試験日、試験種目および試験会場

24

お知らせ版

30.6.15



３　受験手続

　⑴　受験申込書については、次のいずれかの方法により取得してください。

　　①中山町役場総務課庶務Ｇで直接受け取る。

　　② 郵便により取得する（封筒の表に『職員採用試験受験申込書請求（試験区分○○）』と朱書

きし、宛先を明記した120円切手を貼った返信用封筒（角形２号封筒）を必ず同封してくだ

さい）。

　　③ ホームページから取得する（中山町役場ホームページ（ＵＲＬは下記を参照）からダウンロー

ドしたものでも構いません。ただし、用紙は普通紙（Ａ４サイズ）を使用してください（※

感熱紙は不可））。

　⑵　提出書類

　　①中山町職員採用試験受験申込書（※受験者本人が自筆で記入してください。）

　　②受験票

　　③長形３号の封筒（受験票送付先を明記、８2円切手貼付）

　⑶　受験票の交付

　　　受け付け終了後、申し込みの要件を満たしている場合は受験票を郵送します。

　⑷　受付期間　

　　 　平成３0年７月２日（月）～８月３日（金）まで、中山町役場総務課で受け付けます（郵送の

場合も８月３日必着）。受付時間は、午前８時３0分～午後５時1５分までです。なお、土曜日、

日曜日は受け付けしません。

中山町役場　総務課　庶務Ｇ　（役場庁舎２階）

〒９９０－０４９２　山形県東村山郡中山町大字長崎１２０番地

☎０２３ - ６６２ - ２１１１（直通） ＦＡＸ０２３ - ６６２ - ５１７６

URL:https://www.town.nakayama.yamagata.jp

※職員採用試験に関するお問い合わせ先

中 山 町 長 選 挙 の 執 行 に つ い て
任期満了に伴う中山町長選挙が、次のとおり執行されます。

■　告 示 日（届出日）　　平成３1年１月1５日（火）

■　選挙期日（投票日）　　平成３1年１月20日（日）

■　そ の 他　 立候補予定者説明会の日程などについては、

決まり次第お知らせします。

※お問い合わせ先
　中山町選挙管理委員会　☎６６２ - ２１１１
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お
は
よ
う
里
山
軽
登
山　

参
加
者
募
集

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

☎
０
８
０
‐
６
０
４
５
‐
６
６
２
０

●
期
日　

７
月
８
日
・
22
日
、
８
月
12
日
・

2６
日
、
９
月
９
日
・
2３
日
、
10
月
14
日
・

2８
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

●
時
間　

午
前
６
時
３0
分
～
10
時

●
行
き
先　

山
形
市
・
天
童
市
・
上
山
市
・

白
鷹
町

●
集
合
場
所　

総
合
体
育
館
南
側
駐
車
場

●
対
象　

約
２
時
間
の
登
山
に
自
信
の
あ
る

方
●
定
員　

16
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

▼
一
般
…
１
０
０
０
円
／
回　

▼
会
員
…
７
０
０
円
／
回

●
申
込
方
法　

参
加
希
望
日
の
７
日
前
ま
で
、

参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
内
ク
ラ
ブ

事
務
所
ま
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
民
プ
ー
ル
の　
　
　
　

営
業
が
始
ま
り
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　

町
民
プ
ー
ル 

☎
６
６
２
‐
５
６
１
１

中
山
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

 
☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　

町
の
健
康
診
査
や
健
康
相
談
等
、
町
に
お

け
る
健
康
づ
く
り
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

●
任
期　

平
成
３0
年
７
月
～
平
成
３２
年
３
月

● 

対
象　

町
内
に
住
所
の
あ
る
２0
歳
以
上
の

方
●
公
募
人
数　

若
干
名

● 

応
募
方
法　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

役
場
総
合
窓
口
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入

し
、
６
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
健
康
福
祉

課
ま
た
は
役
場
総
合
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
必
要
に
応

じ
て
年
２
～
３
回
（
平
日
２
時
間
程
度
）

開
催
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
の　
　

 

学
習
支
援
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

 

☎
６
６
２
‐
５
５
７
０

　

県
の
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
就

学
援
助
対
象
の
世
帯
等
を
対
象
と
し
て
、
学

校
の
宿
題
や
不
得
意
な
科
目
の
勉
強
を
支
援

す
る
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

● 

対
象　

町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
就
学

援
助
対
象
世
帯
の
小
学
生
・
中
学
生

●
場
所　

町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

●
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

●
定
員　

15
名
程
度

● 

運
営
体
制　

高
校
講
師
と
大
学
生
の
学
習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

 

開
設
し
ま
す

※
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　

（
福
）
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
福
祉
諸
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
方
々
へ
の
支
援
を
含
め
、

在
宅
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
等
の
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
は
任
意
で
す

が
、
会
費
１
世
帯
あ
た
り
７
０
０
円
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
弁
護
士
が

助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
福
）
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
費
納
入
ご
協
力
の
お
願
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

●
期
間　

７
月
１
日
（
日
）
～
８
月
３1
日
（
金
）

●
営
業
時
間

　

▼
火
～
金
曜
…
午
後
1
時
～
５
時　

　

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夏
休
み
特
別
営

業
日
…
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
７

月
16
日
（
月
）
は
営
業
し
、
17
日
（
火
）

が
休
館
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
７
月
２6
日

（
木
）
～
８
月
２２
日
（
水
）
は
、
夏
休
み

特
別
営
業
で
午
前
か
ら
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。

●
使
用
料　

▼
大
人
（
高
校
生
以
上
）
…

１
０
０
円　

▼
中
学
生
以
下
…
50
円

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

● 

日
時　

6
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
1５
分

～
４
時

●
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　

財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆ 

先
着
５
組
。
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

「うっかり」

「ぼんやり運転」に

気をつけましょう

・一定時間おきに休息をと
りましょう。

・速度を控えて安全運転を
心がけましょう。

・早め点灯とハイビームを
積極的に活用しましょう。
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「きれいな川で

　　住みよいふるさと運動」に

　　　　　ご協力をお願いします

※お問い合わせ先

　建設課建設整備Ｇ　☎６６２‐２１１６

◆安全確保を心がけ、事故や怪我が発生しないよう

な無理のない内容の作業をお願いします。

◆服装は、長袖・長靴・手袋等を着用して、素肌を

出さないようにしてください。

●日時　７月１日（日）午前５時30分～

●内容　河川・堰などの清掃（ゴミや空き缶等の収集）

等の環境美化活動

※河川・堰などがない地区は公園や地区内

　での清掃など

　今年も「きれいな川で住みよいふるさと運動」を全

県挙げて実施します。町でも、「河川愛護デー」を設定し、

この運動を展開していきますので、町民の皆さんのご

協力をお願いします。

■
フ
ァ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
事
業

☆
申
込　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
費
用　

無
料

初
心
者
に
こ
そ
知
っ
て
ほ
し
い
！

　

毎
日
が
き
っ
と
楽
し
く
な
る
写
真
講
座

●
日
時　

７
月
1３
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正

午
●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階　

視
聴
覚
室

●
講
師　

長
岡
信
也
氏
（
有
限
会
社
マ
ン
ク

リ
エ
イ
ト
代
表
）

●
定
員　

２0
名

●
持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
等

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

　

「
知
っ
て
て
良
か
っ
た
！
夏
野
菜
と　
　

　
　
　

果
物
の
上
手
な
摂
り
方
・
選
び
方
」

●
日
時　

７
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階　

視
聴
覚
室

●
講
師　

山
口
美
香
氏
（
野
菜
ソ
ム
リ
エ
上

級
Ｐ
ｒ
o
）

●
定
員　

３0
名

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー    

フ
ァ
ー
ラ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

フ
ァ
ー
ラ

 

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

　館内改修工事のため、７月２日（月）～５日

（木）の４日間、臨時休館となります。それ以

降の７月は休まず営業します。ご不便をおかけ

しますが、よろしくお願いします。

※お問い合わせ先

　ひまわり温泉ゆ・ら・ら　☎６６２ - ５７７７

ながさき幼稚園
 「ひよこの会」のご案内

　未就園児の楽しいお遊びをしますのでぜひ、
ご来園ください。水遊びも予定しています。
７月11日（水）「幼稚園であそぼう会」
●時　間　午前10時３0分～11時4５分
●内　容　 プール遊び、バス乗り体験、作って

遊ぼう等
●持ち物　 帽子、水着、着替え、タオル、水筒、

内履きなど
※お問い合わせ先　
　ながさき幼稚園　☎６６２ - ２３４５

町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
か
ら
の　

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

 

☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

【
ほ
ん
わ
館
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ
】

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
替
作
業
の
た
め
、
臨

時
休
館
し
ま
す
。

● 

期
日　

６
月
2５
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

　

６
月
20
日
（
水
）
～
24
日
（
日
）
は
、
開

館
は
し
て
い
ま
す
が
、
準
備
作
業
の
た
め
、

資
料
検
索
と
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
（
窓
口
・

ｗ
ｅ
ｂ
と
も
）
の
で
、
6
月
２8
日
（
木
）
以

降
に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
貸
出
・
返
却

は
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
・
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
休
館
中
の
本
の
返
却
は
入
口
左
側

の
「
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大
型
絵
本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開
館
時
に
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ひまわり温泉ゆ・ら・ら

 臨時休館します
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【
税
務
署
へ
の
税
務
相
談
に
つ
い
て
】

　

①
山
形
税
務
署
（
☎
６
２
２
‐
１
６
１
１
）

　

④
▼
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

や
質
問
は
、
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
受
け
し
ま
す
。
山
形

税
務
署
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
音
声

案
内
に
従
っ
て
「
１
番
」
を
選
択
す
る
と

つ
な
が
り
ま
す
。　

▼
税
務
署
で
の
相
談

は
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
税
務
署
で

の
面
接
に
よ
る
相
談
は
「
事
前
予
約
制
」

で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
予
約
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
の
方
法
は
、
山

形
税
務
署
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
２
番
」
を
選
択
す
る

と
職
員
が
出
ま
す
の
で
、
住
所
や
氏
名
、

相
談
内
容
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

【
国
家
公
務
員
「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

 

（
高
校
卒
業
程
度
）
の
ご
案
内
】

　

①
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１
（
内

線
３
２
３
６
）
）
、
人
事
院
東
北
事
務
局

（
☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２
）　

②

第
１
次
試
験
日　

９
月
２
日
（
日
）　

④

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
国

の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、
あ
な
た

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

⑤

受
験
資
格　

⑴
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
卒
業
見
込
み
の
方
お
よ
び
卒
業
か
ら

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方　

⑵
人
事
院

が
⑴
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

　

⑦
▼
受
験
申
込
受
付
期
間
：
６
月
1８
日

（
月
）
～
27
日
（
水
）　

▼
受
験
申
込
方

法
：
受
験
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
と
し
ま
す
。
詳
細
は
国
家
公
務

員
採
用
試
験
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.jin

ji-sh
ik

e
n

.g
o

.jp
/ju

k
e
n

.

h
tm

l
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が
で
き
な
い

場
合
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
県
立
農
林
大
学
校
「
女
性
向
け
農
業
機
械

 

基
礎
研
修
（
管
理
・
操
作
）
」
の
ご
案
内
】

　

①
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部
緑
風
館
（
☎

０
２
３
３
‐
２
２
‐
８
７
９
４
）　

②
▼

「
管
理
編
」
農
業
機
械
の
基
礎
知
識
と
日

常
点
検
方
法
を
学
ぶ
…
８
月
３0
日
（
木
）

午
前
10
時
～　

▼
「
操
作
編
」
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
耕
起
・
整
地
作
業
方
法
と
安

全
確
保
を
学
ぶ
（
雨
天
時
は
内
容
を
変
更

し
ま
す
）
…
８
月
３1
日
（
金
）
午
前
９
時

３0
分
～　

③
県
立
農
林
大
学
校　

④
主
要

な
農
業
機
械
の
基
本
的
な
管
理
方
法
と
操

作
方
法
を
座
学
と
実
技
で
学
ぶ
研
修
で
す

（
女
性
限
定
）
。　

⑦
７
月
27
日
（
金
）
ま
で
、

希
望
コ
ー
ス
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
経
営
内
容
ま
た

は
農
業
法
人
名
、
託
児
希
望
の
有
無
、
宿

泊
希
望
の
有
無
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。　

⑧
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。
研

修
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
あ
ぐ
り
ん
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://a

g
rin

.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
】

　

①
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎
６
３
４

‐
３
４
３
９
）　

④
募
集
種
目
・
募
集
資

格
・
受
付
期
間
・
１
次
試
験
日
程
の
順
で

記
載　

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）
・
18
歳
以
上
２7
歳
未
満
・
６
月
1６
日

（
土
）
～
９
月
７
日
（
金
）
・
９
月
21
日
（
金
）

～
2３
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

　

▼
一
般
曹
候
補
生
・
18
歳
以
上
２7
歳
未

満
・
７
月
１
日
（
日
）
～
９
月
７
日
（
金
）
・

９
月
21
日
（
金
）
～
2３
日
（
日
）
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定　

▼
航
空
学
生
・
高
校

卒
業
（
見
込
み
含
む
）
２1
歳
未
満
・
７
月

１
日
（
日
）
～
９
月
７
日
（
金
）
・
９
月

17
日
（
月
）　

⑧
自
衛
官
採
用
制
度
説
明

会　

日
時
…
６
月
2６
日
（
火
）
午
後
５
時

～
７
時　

場
所
…
中
央
公
民
館
１
階
第
１

研
修
室

【
河
川
堤
防
の
刈
草
を
無
償
提
供
し
ま
す
】

　

①
山
形
河
川
国
道
事
務
所
寒
河
江
出
張
所

（
☎
０
２
３
７
‐
８
６
‐
３
０
６
９
）　

④

最
上
川
や
須
川
の
堤
防
の
除
草
で
発
生
し

た
刈
草
に
つ
い
て
、
家
畜
の
飼
料
等
に
使

用
さ
れ
る
方
な
ど
に
（
ど
な
た
で
も
可
）
、

ロ
ー
ル
状
の
も
の
を
無
償
提
供
し
ま
す
。

　

⑦
６
月
～
10
月
の
期
間
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
県
立
中
央
病
院
「
県
民
健
康
講
話
」

 

開
催
の
ご
案
内
】

　

①
県
立
中
央
病
院　

医
療
連
携
・
相
談
室

（
☎
６
８
５
‐
２
６
２
６
）　

②
７
月
７
日

（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
３0
分　

③
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
遊
学
館　

３
階
第
１
研

修
室　

④
地
域
住
民
の
病
気
予
防
と
健
康

増
進
に
向
け
、
病
気
に
対
す
る
診
断
と
そ

の
治
療
や
予
防
法
に
つ
い
て
、
県
立
中
央

病
院
の
専
門
医
師
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
摂せ
っ

食し
ょ
く（
食
べ
る
）
・

嚥え
ん

下げ

（
飲
み
込
む
）
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

▼
演
題
１
…
「
口
か
ら
食
べ
る
と
い
う
こ

と
」　

▼
演
題
２
…
「
誤ご

嚥え
ん

を
防
ぐ
た
め

に
家
族
で
で
き
る
こ
と
」　

▼
演
題
３
…

「
嚥
下
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」　

⑦
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。

●

●

●

そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　

②
と
き

③
と
こ
ろ　

④
内
容　

⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　

⑦
申
込
方
法　

⑧
そ
の
他
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保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診

６/２５（月）
場所：山形県成人病検査センター

（寒河江市　※チェリークアパーク内
に移転しましたのでご注意ください。）
直接会場に行く方は、１３：３０までお越
しください。

達磨寺、向新田、梅ヶ枝町地区で次に該当する方（申
し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧ
にご連絡ください）
・子宮頸がん検診　２０歳以上の女性
・乳がん検診　４０歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・

６５歳・７０歳の女性
●持ち物　問診票、検診料金、国保加入者は保険証
◆詳しくは、「平成３０年度中山町健康診断実施のご

案内」をご覧ください（申し込まれた方に送付し
ています）。

※送迎バス時刻
向新田公民館１２：３０、
達磨寺バス停前（寒河江方面行）１２：３３、
達磨寺村社前１２：３５、中央公民館１２：４５

母 子 手 帳 交 付
６/２６（火）

９：００～１０：００
保健福祉
センター

母子手帳を交付し、健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認で

きるもの（個人番号カード、個人番号通知カード
等）と本人確認ができるもの（個人番号カード、
運転免許証等）

※この日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください。

育 児 相 談 会
【予約制】

６/２６（火）
１０：３０～１１：３０

保健福祉
センター

育児全般について、保健師、助産師または管理栄養士
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定 期 健 康 相 談
６/２６（火）

１０：３０～１１：３０
保健福祉
センター

生活習慣病予防・健康診査に関する相談、予防接種
についての相談を行います。

乳 児 健 診
６/２７（水）

３か月児・１１か月児
１３：００集合

保健福祉
センター

検診ホール

平成２９年７月、３０年３月生まれのお子さんと前回欠
席のお子さん
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交換用

おむつ（１１か月児は歯ブラシも）

食 生 活 改 善
養 成 講 習 会

７/ １（日）
9：００集合

保健福祉
センター

２階会議室

各地区養成員の方
●内　容　①健康講話
　　　　　②バランスの取れた食生活
●持ち物　 エプロン、三角巾、米８０ｇ、筆記用具、

テキスト
◆ 出欠の連絡を６月２２日（金）まで健康福祉課健康

づくりＧへご連絡ください。

総 合 検 診
７/ ３（火）
受付時間

７：４０～９：３０

保健福祉
センター

検診ホール

中原団地、広瀬団地、いずみ、あおば、岡地区の方

※送迎バス時刻
　東部地区多目的交流センター（旭町）７：１５、あおば公園

公衆トイレ側（セブンイレブン裏）７：２０、ゆ・ら・ら前７：２５、
　岡地区文化交流センター７：３５、岡観音堂７：３８

特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検
診を申し込まれた方。申し込まなかった方で希望す
る場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　 問診票、検体採取容器、前年度または

前々年度の特定健康診査結果、検診料金。
　　　　　 ４０歳以上の方は、医療保険証を必ずお持

ちください。
◆ 詳しくは、「平成３０年度中山町健康診断実施のご

案内」をご覧ください（申し込まれた方に送付し
ています）。

１歳６か月児健診
７/ ４（水）

１３：２０～１３：５０

保健福祉
センター

検診ホール

平成２８年１０月～１２月生まれのお子さんと前回欠席の
お子さん
●持ち物　 母子手帳、問診票、「健やか親子２１」質

問票、交換用おむつ、バスタオル
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スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　

　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。

　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。 アイ
ラブ

Vol.２３

Ｉ

この広報紙は

再生紙・植物油インキを使用しています。

勇壮な踊りを
　　　披露（土橋）

　土橋地区は、町西部に位置する、
人口５１２人（１４５世帯）の地域です。
 （平成３０年５月末現在）

　獅子踊りの獅子とは、日本に生息するイノシシ、シカ、カモシカなどの野生動物のことで、踊り手はそれらを
模した被り物を装着し、笛や太鼓に合わせて踊ります。昨年、宝くじの社会貢献広報事業である「コミュニティ
助成事業」を活用し、獅子頭を４０年ぶりに、衣装や小物を３２年ぶりに新調しました。

土橋地区

　土橋地区に伝承され、町の無形民俗文化財に指定されている「土橋獅
ししおどり

子踊」。５月３日、中山町土橋

獅子踊保存会（髙橋長勇会長。以下、保存会）による勇壮な獅子踊りが、引退した獅子頭が見守るなか

披露され、会場の玉昌寺前には多くの地区住民が集まりました。

　土橋獅子踊は、およそ３５０年前に福井県永平寺から伝わったと

されており、現在まで大切に踊り継がれています。中心となって

伝統を守っているのは、保存会の皆さんです。昨年から今年にか

けて６名の会員が新たに仲間入りし、このたびのお披露目では、

太鼓１名、踊り手４名がデビューしました。笛や太鼓の演奏に合

わせ、力強く踊る７頭の獅子を見て、佐東大志さん（豊田小３年）

は「かっこいいと思った。大きくなったら一緒に踊りたい」と目

を輝かせていました。
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